
電子媒体による画像情報連携

　　　当院での現状について　　　　　　
　　　　　

　　　　県立磐井病院　　横川晴美



はじめに

新病院の準備を進めていた４年前は、紹介

患者のフィルムを如何にして取り込むかを

考えていた

ＣＤ-Ｒの書き込みや、ＣＤの取込は想定して

いなかった（横河電機も提案しなかったし、

CDドライブも対応していない）



CDによる紹介が増えた背景

� フィルムと比較するとCDは安価である

� フィルムイメージャーが高価である

� デジタル加算が無くなる

� 新たにデジタル映像化処理加算

　　（PACS加算）が新設された

� MDCTによりデータ量が増えた



� 診察はモニター　

� 保存はPACS

� 紹介はCD

医局、外来ではCD取込んで欲しい

ＡＯＣ（アレイ社）では対応できない

スピードが遅い、保管が大変



� DAICOMタグ修正ソフトの開発

� KENZOUの機能アップ

　　　サーバーから画像データを取得可能

　　　DICOM　DIRから読み込み可能

� View-Rのバージョンアップ

　　　CDに書き込みが可能

300万円　　今年の3月完成

ＣＤでの画像情報共有への対応



放射線診断科の運用開始

� 4月よりCD-Rに書き込み開始

　　　紹介は原則CD

　　　フィルム出しはしない

� 5月11日よりCD取込開始

　　　（正式に院内に通知）



5月11日～9月1日　ＣＤ取込状況

28施設

病院名 件数 DICOMDIR

藤沢町民病院 48

西城病院 38

一関病院 27 ○

そばた脳神経クリニック 13

胆沢病院 10 ○

古川星陵病院 5

中野クリニック 4

仙台厚生病院 4 ○

中部病院 3 ○

寺崎内科胃腸科クリニック 3 ○

中里クリニック 3 ○

一関中央クリニック 2 ○

循環器医療センター 2 ○

千厩病院 2 ○

小野寺内科医院 2

谷藤内科医院 2

その他 12

合計 180



5月11日～9月1日 CD取込件数
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サーバーに送信

ＩＤを変更

ＫＥＮＺＯＵ

ＤＩＣＯＭ　ＤＩＲ
有り

　サーバーに送信　

検像機能でＩＤ変更

ＫＥＮＺＯＵ
ローカルディスク

サーバーに送信

画像登録

Ｖｉｗｅ　Ｒ

ＤＩＣＯＭ　ＤＩＲ
なし

CD

ＣＤ取り込み　フローＣＤ取り込み　フロー
4月の状況



12のシリーズがある



13枚の画像



ViewRとKENZOを使うため不便

� 使い勝手が良くない

� 4月、ソフトの改良を依頼する

� NEW　KENZO　V
　　　　6月29日インストール

ＤＩＣＯＭ　ＤＩＲがない場合も

　　　　　　　　　　直接ＤＩＣＯＭ画像を読む





DICOMチック

規格違反のタグを修正や削除して
PACSに取り込める様にする









CTの画像について　SOPインスタンスUIDが０始まり（０２６３）
があるためサーバでは受け付けられません。

.の後は１～９の数値でなければならない。



取込めないCD

� JPEG

� UIDに.0がある（国産　Ｋ社）



ＣＤ-Ｒの問い合わせ

� ＣＴ画像を４コマ、８コマで見たい

� 画像をＰＣに貼り付けたい

� ＣＤを見ることが出来ない



　今後の構想

他院他院他院他院サーバーサーバーサーバーサーバー

院内院内院内院内ＰＡＣＳＰＡＣＳＰＡＣＳＰＡＣＳ

地域連携地域連携地域連携地域連携サーバーサーバーサーバーサーバー

ＫＥＮＺＯＫＥＮＺＯＫＥＮＺＯＫＥＮＺＯ端末端末端末端末

ＵＳＢＵＳＢＵＳＢＵＳＢ等等等等



おわりに

� 理想的には、病院間のネットワーク化

� 県立病院間は可能と思われる

　　　（現在は胆沢病院のみ）

� 一関地区の開業医とのネットワーク化は
検討中

� 今後はCDによる患者紹介が増大する

� 取込専用のサーバーを立ち上げる


